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印
度
學
佛
敎
學
硏
究
第
六
十
七
巻
第
一
号
　
平
成
三
〇
年
十
二
月

永
平
寺
所
蔵
『
道
正
庵
文
書
』
に
見
る 

近
世
に
お
け
る
蘭
渓
道
隆
像
の
諸
相

海

老

澤

早

苗

一
　
は
じ
め
に

小
稿
は
、
道
正
庵
十
九
世
木
下
卜
順
（
一
六
一
六
―
一
六
九
〇
）
に
よ
っ

て
撰
述
さ
れ
た
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
正
月
二
十
五
日
の
「
道
正

庵
四
世
典
薬
頭
伝
」、
お
よ
び
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
八
月
二
十
八
日

の
「
道
元
禅
師
四
百
回
忌
祭
文
」
を
中
心
史
料
と
し
、
近
世
に
お
け
る

蘭
渓
道
隆
（
一
二
一
三
―
一
二
七
八
）
像
の
一
端
を
窺
う
こ
と
を
主
な
目

的
と
す
る
。
そ
し
て
、
木
下
卜
順
の
そ
の
よ
う
な
蘭
渓
道
隆
像
の
描
写

理
由
に
迫
り
、
当
該
期
、
両
史
料
が
担
っ
た
で
あ
ろ
う
役
割
を
推
察
し

た
い
。

ま
た
、
論
考
を
進
め
て
い
く
中
に
お
い
て
、
道
正
庵
解
毒
万
病
円
に

関
す
る
新
た
な
史
料
紹
介
を
試
み
、
小
稿
の
深
𨗉
を
図
り
た
い
。

二
　『
道
正
庵
文
書
』
に
就
い
て

道
正
庵
と
は
、
道
元
と
と
も
に
日
宋
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
木
下

道
正
（
藤
原
隆
英
） （
一
一
七
一
―
一
二
四
八
）
が
開
創
し
た
寺
院
で
あ
り
、

現
在
そ
の
旧
跡
は
、
京
都
市
上
京
区
道
正
町
の
木
下
家
に
あ
る
。
江
戸

時
代
の
道
正
庵
の
役
割
は
、
曹
洞
宗
の
僧
侶
が
瑞
世
な
ど
の
た
め
に
宮

中
に
参
内
す
る
際
、
伝
奏
勧
修
寺
家
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
う
と
と
も
に

宿
坊
と
な
り
、
進
退
作
法
を
指
導
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
神
仙

解
毒
万
病
円
と
い
う
薬
を
製
造
し
、
全
国
の
曹
洞
宗
寺
院
に
独
占
的
に

販
売
し
た
。『
道
正
庵
文
書
』
と
は
、
こ
の
道
正
庵
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
古
文
書
類
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後
刊
行
予
定
で
あ

る
『
永
平
寺
史
料
全
書
』
道
正
庵
文
書
編
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
　 「
道
正
庵
四
世
典
薬
頭
伝
」「
道
元
禅
師
四
百
回
忌
祭
文
」

と
木
下
卜
順
に
就
い
て

「
道
正
庵
四
世
典
薬
頭
伝
」
は
、
道
正
庵
四
世
藤
原
忠
俊
（
？
―

一
三
四
〇
）
の
出
生
、
人
柄
及
び
典
薬
頭
と
し
て
活
動
し
た
生
涯
な
ど

を
記
し
た
伝
記
で
あ
る
）
1
（

。

「
道
元
禅
師
四
百
回
忌
祭
文
」
は
、
本
祭
文
を
記
す
こ
と
に
対
す
る

卜
順
の
謙
遜
の
辞
に
始
ま
り
、
道
元
の
顕
彰
、
伝
記
な
ど
が
記
さ
れ
、
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蔵
『
道
正
庵
文
書
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見
る
近
世
に
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蘭
渓
道
隆
像
の
諸
相
（
海
老
澤
）

こ
の
祭
文
が
永
平
寺
第
二
十
七
世
高
国
英
峻
（
？
―
一
六
七
四
）
の
強
い

勧
奨
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
こ
と
の
表
明
に
よ
り
結
ば
れ
て
い
る
。
な
お

道
元
の
伝
記
に
は
、
道
正
庵
神
仙
解
毒
万
病
円
の
由
来
に
就
い
て
の
記

載
が
含
ま
れ
る
）
2
（

。

こ
れ
ら
二
つ
の
史
料
を
撰
述
し
た
木
下
卜
順
は
、
道
正
庵
十
九
世
中

興
と
し
て
知
ら
れ
、
父
は
同
十
八
世
休
甫
、
母
は
益
田
氏
左
近
将
監
源

高
胤
の
女
で
あ
る
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
八
月
十
三
日
、
七
十
五

歳
に
て
示
寂
し
て
い
る
。

四
　 「
道
正
庵
四
世
典
薬
頭
伝
」「
道
元
禅
師
四
百
回
忌
祭
文
」

へ
の
蘭
渓
道
隆
の
起
用
に
就
い
て

現
在
ま
で
の
管
見
で
は
、『
道
正
庵
文
書
』
中
、
上
記
二
史
料
に
の

み
蘭
渓
道
隆
の
姿
が
確
認
出
来
る
。
前
者
に
は
、
血
痢
（
赤
痢
）
を
患

い
瀕
死
の
状
況
に
陥
っ
た
蘭
渓
が
、
忠
俊
の
治
療
に
よ
り
蘇
生
す
る
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
後
者
に
は
、
北
条
時
頼
が
蘭
渓
道
隆
を

建
長
寺
の
住
持
に
指
名
し
た
の
は
、
道
元
が
思
い
を
巡
ら
せ
た
上
で
の

推
挙
に
よ
る
、
と
い
う
下
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。

で
は
何
故
両
史
料
に
、
京
都
、
木
下
家
の
医
師
が
、
鎌
倉
に
お
け
る

蘭
渓
の
命
を
救
う
と
い
う
内
容
や
、
建
長
寺
建
立
に
あ
た
っ
て
、
北
条

時
頼
に
対
す
る
道
元
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
っ
た
よ
う
な
記
載
が
な
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
の
考
察
に
お
い
て
、
道
元
、
蘭
渓
道
隆
間
の
道
交
と
い
う

問
題
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
両
者
の
道
交
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

る
が
）
3
（

、
先
学
達
に
道
交
を
推
察
さ
せ
た
主
な
史
料
は
、『
建
撕
記
』
に

収
録
さ
れ
た
往
復
書
簡
で
あ
る
）
4
（

。
そ
の
書
簡
に
お
い
て
蘭
渓
は
、
道
元

に
対
し
賛
辞
を
尽
く
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
道
元
は
返
書
に
お
い

て
、
い
わ
ば
形
式
的
と
も
い
え
る
鑽
仰
の
念
を
記
す
に
止
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
両
者
の
書
簡
の
内
容
か
ら
窺
え
る
道
交
の
あ
り
方
が
、
道

元
の
知
名
度
を
不
動
な
も
の
と
し
、
そ
の
関
係
性
を
強
調
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
木
下
家
の
格
式
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
卜
順

に
、
藤
原
忠
俊
が
蘭
渓
に
対
し
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
る
、
あ
る
い
は

道
元
が
蘭
渓
を
推
挙
す
る
と
い
う
行
動
を
描
写
さ
せ
た
と
考
え
る
。

五
　
道
正
庵
神
仙
解
毒
万
病
円
に
就
い
て

飯
塚
大
展
氏
は
、『
増
補
家
伝
預
薬
集
』
巻
五
、『
本
朝
世
事
談
綺
』、

『
江
戸
名
所
図
会
』
巻
七
な
ど
に
道
正
庵
神
仙
解
毒
万
病
円
（
以
下
解
毒

万
病
円
）
関
連
の
記
載
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
浮

世
草
子
や
浄
瑠
璃
に
み
え
る
「
道
正
坊
」
は
、
寺
院
製
の
薬
を
行
商
し

つ
つ
祈
禱
鉢
叩
き
な
ど
を
行
う
願
人
坊
主
を
さ
す
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら

の
逸
話
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
説
経
節
に
、「
越
前
国
永
平
寺
開
山

記
」
が
あ
る
こ
と
も
提
示
さ
れ
て
い
る
）
5
（

。

ま
た
、
吉
田
道
興
氏
は
、『
管
蠡
備
急
方
』
中
巻
や
『
神
官
医
方
史
』

に
「
神
仙
解
毒
万
病
円
（
丸
）」
に
関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、
道
元
伝
に
お
け
る
当
該
薬
の
初
出
は
、『
僧
譜
冠
字
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永
平
寺
所
蔵
『
道
正
庵
文
書
』
に
見
る
近
世
に
お
け
る
蘭
渓
道
隆
像
の
諸
相
（
海
老
澤
）

韻
類
』「
道
元
伝
」
で
あ
り
、
次
い
で
『
訂
補
建
撕
記
』
が
挙
げ
ら
れ

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
）
6
（

。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
解
毒
万
病
円
の
記
載
が
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

か
ら
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
、
歴
史
家
の
黒
川
道
祐
に
よ
っ
て
記

さ
れ
た
、
山
城
国
に
関
す
る
地
誌
、『
雍
州
府
志
』
巻
第
六
「
土
産
門
　

上
」
薬
品
の
部
に
、

万
病
解
毒
円
　
古
有
二
片
山
隆
盈
者
一
剃
髪
後
号
二
道
正
一
古
斯
辺
惣
号
二
松
木
島
一

松
樹
数
株
其
蔭
繁
茂
景
愛
尼
寺
等
亦
在
二
其
間
一
因
或
称
二
木
下
一
故
世
称
二
木
下

道
正
一
曾
従
二
永
平
寺
開
祖
道
元
和
尚
一
入
レ
宋
道
元
遍
参
二
中
華
宿
徳
一
所
々
経

歴
之
間
中
俄
尓
病
発
気
息
将
レ
絶
時
一
老
翁
忽
然
来
謂
於
二
我
国
一
近
隣
之
名
衲

也
如
何
失
レ
之
哉
則
与
二
一
丸
薬
一
病
立
痊
斯
時
老
翁
謂
二
道
正
一
尓
不
レ
辞
二
跋

渉
一
従
レ
師
之
志
惟
深
今
我
授
二
所
レ
用
一
丸
之
薬
方
一
帰
二
本
朝
一
至
二
子
孫
一
為
二

家
業
一
須
レ
救
二
諸
人
之
疾
苦
一
我
是
日
本
稲
荷
神
也
言
終
失
二
其
　
所
一
レ
往
則

今
解
毒
円
是
也
帰
朝
後
家
内
勧
二
請
稲
荷
明
神
一
于
レ
今
存
矣
道
元
始
在
二
深
草

仏
徳
山
興
正
寺
一
寺
去
二
稲
荷
社
一
不
レ
遠
故
被
レ
称
二
近
隣
一
尓
後
興
聖
寺
中
絶

近
世
再
建
二
興
正
寺
於
宇
治
郡
一
凡
解
毒
円
流
二
布
日
本
国
裏
一
至
二
児
童
走
卒
一

無
下
不
レ
識
二
道
正
解
毒
一
者
上
且
自
二
元
祖
道
正
一
至
レ
今
二
十
七
代
相
二
続
其
家
一

誠
奇
哉
是
皆
依
二
稲
荷
神
之
冥
助
一
者
乎）7
（

と
記
載
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
浮
世
草
子
の
作
者
で
あ
り
俳
人
で
も
あ
る

磯
貝
舟
也
に
よ
っ
て
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
著
さ
れ
た
、
日
本
全
国

の
地
誌
『
日
本
鹿
子
』
巻
第
四
「
武
蔵
国
中
古
今
之
名
物
部
類
」
に
も

神
仙
解
毒
万
病
円
　
田
代
養
山
与
之）8
（

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
た
い
。『
日
本
鹿
子
』
に
記
載
さ

れ
た
田
代
養
山
と
は
、
福
井
藩
士
、
江
戸
幕
府
の
医
官
と
し
て
も
活
動

し
た
人
物
で
あ
る
。

当
時
の
解
毒
剤
と
し
て
は
、「
越
後
の
毒
消
し
」
と
し
て
知
ら
れ
る

「
毒
消
丸
」
の
存
在
も
注
目
さ
れ
よ
う
）
9
（

。
こ
の
よ
う
に
近
世
に
お
け
る

解
毒
剤
は
、
解
毒
万
病
円
の
他
に
も
多
種
多
様
に
存
在
し
て
い
た
。

『
雍
州
府
志
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
解
毒
万
病
円
は
日
本
全
国
に

流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
廣
瀬
良
弘
氏
も
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
、
当
該
品
は
諸
国
に
配
布
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
10
（

。
ま

た
、「
似
解
毒
」
あ
る
い
は
「
似
解
毒
円
」
の
偽
薬
の
販
売
者
も
存
在

し
、
そ
れ
に
対
し
て
訴
訟
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
貞
享
二
年

（
一
六
八
五
）
頃
の
『
道
正
庵
文
書
』
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
解
毒
万
病
円
が
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
筆
者
は
日
本
禅
宗
成
立
の
立
役
者
と
も
い
え
る
蘭
渓
道
隆
を
木

下
卜
順
が
「
道
正
庵
四
世
典
薬
頭
伝
」
や
「
道
元
禅
師
四
百
回
忌
祭

文
」
に
先
述
の
よ
う
に
登
場
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

六
　
お
わ
り
に

吉
田
道
興
氏
に
よ
れ
ば
、
木
下
卜
順
は
、
両
本
山
を
は
じ
め
全
国
の

有
力
寺
院
へ
贈
答
品
を
贈
り
、
解
毒
万
病
円
の
販
売
を
促
進
す
る
仕
組

み
を
考
案
実
施
し
、
道
正
庵
の
中
興
と
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
氏
は
卜
順
を
策
謀
家
と
評
し
て
い
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澤
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る
）
11
（

。
従
っ
て
小
稿
に
お
い
て
窺
っ
た
蘭
渓
道
隆
像
の
描
写
理
由
を
、
そ

の
策
謀
の
一
つ
と
考
え
る
の
も
否
定
し
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
両
史
料
は
、
そ
の
よ
う
な
卜
順
の
一
側
面
を
示
唆
し
て
い
る
と

共
に
、
当
時
、
複
数
の
解
毒
剤
が
出
回
っ
て
い
た
こ
と
を
鑑
み
る
な

ら
、
道
正
庵
の
解
毒
万
病
円
の
販
売
を
促
進
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た

と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
今
回
紹
介
し
た
解
毒
万
病
円
に
関
す
る
新
た
な
史
料
か
ら
、

そ
の
薬
が
土
産
物
や
名
物
と
し
て
人
々
に
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
単
な
る
医
薬
品
と
し
て
で
は
な
く
、
土
産
物
や
名
物

と
し
て
解
毒
万
病
円
が
広
く
人
々
の
手
に
行
き
渡
る
た
め
に
は
、
背
景

と
し
て
様
々
な
説
話
的
要
素
を
踏
ま
え
た
物
語
が
付
与
さ
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
小
稿
で
は
、
そ
の
物
語
形
成
に
お
い
て
一
役
を
担
っ
た
も
の

と
し
て
、『
道
正
庵
文
書
』
に
見
ら
れ
る
近
世
の
蘭
渓
道
隆
像
を
捉
え

て
お
き
た
い
。

1
　『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文
書
編
第
三
巻
、
二
一
七
頁
。
　
　
　

2
　『
永
平

寺
史
料
全
書
』
文
書
編
第
二
巻
、
三
―
七
頁
。
　
　
　

3
　
鏡
島
﹇
一
九
八
五
﹈、

佐
藤
秀
孝
﹇
二
〇
〇
二
﹈﹇
二
〇
一
三
﹈、
中
世
古
﹇
一
九
九
七
﹈。
　
　
　

4
　『
曹

洞
宗
全
書
』
史
伝
下
、
二
七
―
二
八
頁
。
　
　
　

5
　『
永
平
寺
史
料
全
書
』

文
書
編
第
二
巻
、
二
二
―
二
三
頁
。
　
　
　

6
　『
永
平
寺
史
料
全
書
』
文

書
編
第
二
巻
、
四
九
二
頁
。
　
　
　

7
　『
続
々
群
書
類
従
』
八
、
一
六
一
頁
。
　
　
　

8
　
久
富
哲
雄
解
題
『
日
本
鹿
子
』（
ク
レ
ス
出
版
、
一
九
九
四
、
一
三
六
頁
）。
　
　
　

9
　
佐
藤
康
行
﹇
二
〇
〇
二
﹈。
　
　
　

10
　
廣
瀬
﹇
二
〇
〇
二
﹈、『
永
平
寺

史
料
全
書
』
文
書
編
第
一
巻
、
六
四
八
頁
。
　
　
　

11
　
吉
田
﹇
二
〇
一
一
﹈。

〈
参
考
文
献
〉

鏡
島
元
隆
「
永
平
道
元
と
蘭
渓
道
隆
」『
道
元
禅
師
と
そ
の
周
辺
』
大
東
出

版
社
、
一
九
八
五

佐
藤
秀
孝
「
道
元
と
蘭
渓
道
隆

―
両
者
の
往
復
尺
牘
の
真
偽
を
め
ぐ
っ

て

―
」『
道
元
禅
師
七
五
〇
回
大
遠
忌
記
念
出
版
　
道
元
禅
師
研
究
論

集
』
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
〇
二

佐
藤
秀
孝
「
蘭
渓
道
隆
の
来
日
と
永
平
寺
道
元
」『
禅
文
化
』
第
二
二
八
号
、

二
〇
一
三

佐
藤
康
行
『
毒
消
し
売
り
の
社
会
史
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
二

中
世
古
祥
道
「
道
元
禅
師
と
蘭
渓
道
隆
と
の
道
交
問
題
」『
道
元
禅
師
伝
研

究
　
続
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
七

廣
瀬
良
弘
「
中
・
近
世
に
お
け
る
木
下
道
正
庵
と
曹
洞
宗
教
団
」『
道
元
禅

師
七
五
〇
回
大
遠
忌
記
念
出
版
道
元
禅
師
研
究
論
集
』
大
本
山
永
平
寺
、

二
〇
〇
二

吉
田
道
興
「
高
祖
伝
の
形
成
と
道
正
庵

―
策
謀
家
道
正
庵
十
九
世
徳
幽
卜

順

―
」『
曹
洞
宗
綜
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
第
一
二
回
、

二
〇
一
一

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
永
平
寺
、
道
正
庵
、
道
元
、
蘭
渓
道
隆
、
木
下
卜
順
、
神

仙
解
毒
万
病
円

（
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
研
究
員
・
博
士
（
仏
教
学
））


